
 

 

【
問
】
「
第
２
京
阪
道
路
と
私
部

西
線
の
交
差
部
」
「
京
阪
電
車
と

府
道
交
野
久
御
山
線
の
交
差
部
」

の
冠
水
の
原
因
と
対
策
は
。 

【
答
】
１
０
０
ミ
リ
雨
量
の
た

め
、
冠
水
と
な
っ
た
。
全
体
と
し

て
の
対
策
を
検
討
し
た
い
。 

８
月
１４
日
早
朝
に
交
野
市
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
は
、

過
去
最
高
の
時
間
雨
量
１
０
０
ミ
リ
に
達
し
ま
し
た
。 

 

市
内
で
は
、
床
上
浸
水
５１
件
、
床
下
浸
水
が
１
６
１

件
、
河
川
護
岸
崩
壊
６
か
所
、
道
路
陥
没
６
か
所
、
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
陥
没
５
か
所
な
ど
の
大
き
な
被
害

と
な
り
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
被
害
現
場
を
調
査
し
、
９
月
議
会

一
般
質
問
で
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
浸
水
対

策
に
大
き
な
力
を
注
ぐ
こ
と
」
を
求
め
ま
し
た
。 

【
問
】
家
屋
被
害
の
把
握
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か
。 

【
答
】
家
屋
被
害
数
は
、
ゴ
ミ
回

収
や
消
毒
依
頼
、
区
長
の
情
報
な

ど
を
も
と
に
集
計
し
た
。
今
後
、

効
率
的
に
全
体
の
被
害
状
況
を

把
握
す
る
仕
組
み
を
設
け
る
。 

【
問
】
店
舗
や
事
業
所
の
被
害
は

把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
被

災
ゴ
ミ
は
一
般
家
屋
と
同
じ
よ

う
に
市
で
回
収
し
て
ほ
し
い
。 

【
答
】
国
の
支
援
対
象
が
家
屋
住

宅
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
店
舗

や
事
業
所
は
、
市
と
し
て
取
り
ま

と
め
を
し
て
い
な
い
。
今
後
被
害

【
要
望
】
現
在
、
浸
水
対
策
５
か

年
計
画
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る

が
、
今
回
の
集
中
豪
雨
を
含
め
た

対
策
に
大
き
く
転
換
す
る
必
要

が
あ
る
。 

交
野
市
の
平
成
２３
年
度
決
算

は
黒
字
で
基
金
も
増
額
と
な
っ

た
。
安
心
で
き
る
交
野
を
つ
く
る

た
め
に
、
思
い
切
っ
た
財
源
の
投

入
を
求
め
る
。
同
時
に
、
災
害
対

策
を
す
す
め
る
た
め
、
市
職
員
の

人
材
の
充
実
を
求
め
る
。 

【
問
】
大
阪
府
が
土
砂
災
害
警

戒
区
域
の
指
定
を
す
す
め
て

い
る
が
、
交
野
市
内
の
指
定
状

況
は
。 

【
答
】
市
内
で
土
砂
災
害
警
戒

【
問
】
床
上
浸
水
は
郡
津
、
私
部

地
域
で
多
発
。
郡
津
１
丁
目
は
、

平
成
２０
年
に
も
浸
水
被
害
が
起

き
て
い
る
。
原
因
と
対
策
は
。 

【
答
】
浸
水
対
策
５
か
年
計
画
を

実
施
し
て
き
た
。
地
形
的
な
原
因

も
あ
り
、
今
回
の
豪
雨
を
対
象
と

す
れ
ば
、
対
策
の
考
え
方
を
検
討

し
な
お
す
必
要
が
あ
る
。 

 

■床上浸水の状況 
私部 20件 
郡津 16件 
星田 9件 
幾野 1件 
向井田 1件 
森北 1件 

私市山手 1件 
星田西 1件 
星田北 1件 
計 51件 

 

【
問
】
前
川
は
京
阪
電
車
の
鉄
橋

の
橋
台
で
せ
ま
く
な
り
、
上
流
部

で
あ
ふ
れ
だ
し
た
。
対
策
は
。 

【
答
】
京
阪
電
車
と
協
議
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。 

【
問
】
交
野
小
学
校
の
冠
水
の
原

因
と
対
策
は
。 

【
答
】
雨
水
が
集
中
し
た
水
源
範

囲
の
詳
細
も
ま
だ
不
明
で
あ
り
、

検
討
し
た
い
。 

【
問
】
集
中
豪
雨
で
、
妙
見
川
の

十
方
橋
や
護
岸
が
崩
落
し
た
が
、

復
旧
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。 

【
答
】
橋
、
護
岸
、
道
路
す
べ
て

民
有
で
あ
り
、
橋
の
復
旧
は
予
定

し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
確
保
等
の
た
め
、
道
路
・

護
岸
は
市
が
復
旧
を
行
う
。 

【
問
】
南
星
台
で
は
、
ホ
タ
ル
を

育
て
て
い
る
ビ
オ
ト
ー
プ
に
大

量
の
土
砂
が
流
れ
込
む
被
害
と

な
っ
た
。
復
旧
の
た
め
の
市
の
支

援
は
。 

【
答
】
市
と
し
て
、
地
域
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
復
旧
に

必
要
な
土
の
う
や
砂
利
、
板
な
ど

の
資
材
を
提
供
し
て
い
る
。 

 
 

区
域
が
５５
箇
所
（
平
成

２２
年
度
２９
箇
所
、
２３

年
度
１７
箇
所
追
加
）
、

同
特
別
警
戒
区
域
が

２５
箇
所
（
平
成
２３
年
度

１５
箇
所
追
加
）
指
定
さ

れ
て
い
る
。 

【
問
】
指
定
さ
れ
た
地

域
の
住
民
へ
の
周
知
の

方
法
は
。 

状
況
の
把
握
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
被
災
ゴ
ミ
の
回
収

も
検
討
し
た
い
。 

【
問
】
市
は
何
ミ
リ
の
雨
量
に
対

応
で
き
る
よ
う
河
川
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。 

【
答
】

１０

年
に
１
回
の
降
雨

量
・
時
間
５２
ミ
リ
を
目
標
に
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

【
問
】
い
き
い
き
ラ
ン
ド
の
駐
車

場
は
調
整
池
機
能
が
あ
る
が
、
北

川
や
向
井
田
地
域
の
雨
水
処
理

も
対
応
で
き
る
か
検
討
い
た
だ

き
た
い
。 

【
答
】
今
後
、
検
討
し
た
い
。 

【
問
】
農
地
の
減
少
が
被
害
を
大

き
く
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

農
地
を
住
宅
に
転
用
す
る
場
合

の
治
水
対
策
は
。 

【
答
】
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
住

宅
開
発
に
は
貯
留
槽
や
浸
透
桝

設
置
を
指
導
し
て
い
る
。 

【
問
】
農
地
の
保
全
に
市
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
同

時
に
、
治
水
対
策
と
し
て
、
大
き

な
遊
水
施
設
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。 

【
答
】
遊
水
施
設
は
今
後
検
討
し

た
い
。 

道路冠水(第 2京阪と私部西線の交差部) 

土砂に埋まったビオトープ(南星台) 

【
問
】
８
月
１４
日
は
盆
で
民
間

建
設
業
者
は
休
み
で
あ
っ
た
が
、

河
川
の
崩
壊
な
ど
の
回
復
工
事

に
ど
う
対
応
し
た
の
か
。 

【
答
】
被
害
発
生
直
後
か
ら
市
内

業
者
に
連
絡
を
と
り
、
す
ぐ
４
社

に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
。
翌
日

以
降
、
順
次
増
え
た
。 

【
要
望
】
災
害
時
に
す
ぐ
に
対
応

で
き
る
の
は
地
元
業
者
で
あ
る
。

地
元
業
者
の
育
成
を
求
め
る
。 

各
地
で
被
害
発
生 

 

被
害
把
握
に
つ
い
て 

  

遊
水
池
機
能
の
拡
大
を 

  

地
元
建
設
業
者
の
育
成
を 

  

財
源
と
人
材
の
確
保
を 

  

がらと川の崩壊復旧工事(倉治 7丁目) 

【
答
】
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
し
、
府
土
木
事
務
所
、

市
土
木
建
設
課
で
も
確
認
可

能
で
あ
る
。 

【
要
望
】
指
定
さ
れ
た
地
域
の

住
民
に
は
個
別
に
通
知
す
べ

き
と
考
え
る
。
最
低
限
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
で
周
知

を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。 

ま
た
、
大
阪
府
に
よ
る
危
険

箇
所
の
対
策
工
事
は
、
ま
だ
一

部
し
か
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

市
と
し
て
、
府
に
対
策
工
事
の

推
進
を
強
く
求
め
て
ほ
し
い
。 

 


